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１ 本道の85歳以上人口について
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85歳以上人口の推移と将来推計

［資料］実数値：総務省統計局「国勢調査」
推計値：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」

平成12年（2000
年）と直近の国勢調査
（令和2年［2020
年］）を比較すると、
65歳以上人口は約1.5
倍に増加し、さらに85歳
以上人口は約３倍に増
加している。

これまでの推移

社人研が平成29年に
公表した「将来推計人
口」によると、高齢者人
口がピークとなる令和22
年（2040年）には65
歳以上人口は約175万
人となり、85歳以上人
口は50万人を超える見
込み。

将来推計
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本道の人口ピラミッドの変化

［資料］実数値：総務省統計局「国勢調査」
推計値：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」

令和２年（2020年）と令和22年（2040年）における本道の人口ピラミッド（年齢５歳階級別）を見ると、令和22年には
85歳以上人口は男性で72,772人増加（約1.78倍）し、女性は146,324人増加（約1.73倍）する見込み。

一方で生産年齢人口（15～64歳）は、約90万人減少（男性：▲38万人、女性：▲42万人）する見込み。
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２ 本道の85歳以上高齢者の
要介護認定率について
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年齢階級別の要介護認定率の変化

5［資料］厚生労働省「令和２年度介護保険事業状況報告（年報）」



85歳以上の圏域別要介護認定率①
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［資料］厚生労働省「令和２年度介護保険事業状況報告（年報）」



85歳以上の圏域別要介護認定率②

※相関係数によ

る相関関係の強
さは右表のとおり

・ 要介護認定率の地域差について、高齢独居世
帯割合に着目して相関係数を計測したところ「弱
い正の相関関係」（0.367）が認められた。
・ 孤食となることで栄養バランスの乱れや食事量
が低下（※1）し、フレイルサイクルから要介護状
態に陥る可能性があり、地域差が生じる要因の
一つではないかと考えられます。

要因分析

・ 要介護認定率の地域差について、特定保健指
導実施率に着目して相関係数を測定したところ
「弱い負の相関関係」（-0.209）が認められた。
・ 特定保健指導の対象年齢は40～74歳までだ
が、早期に生活習慣病やそのリスクを発見し、生
活習慣の改善や療養につながることから、特定保
健指導実施率が高い圏域で85歳以上要介護
認定率が低くなっているのではないかと考えられま
す。

要因分析

※1 農水省「一日の全ての食事を一人で食べている「孤食」の状況」

※要介護認定率の地域差は様々な要因が複合的に
重なって生じるため、今回お示ししたことのほかにも要
因は考えられます。
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年齢階級別の要介護認定率の変化

9



年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化

15



年齢階級別の要介護認定率の変化

16



年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化
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年齢階級別の要介護認定率の変化
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